
CKD教育における
看護師の役割・課題

京都第一赤十字病院 腎臓病療養指導士

藤井 佐紀



agenda

１．当院のCKD教育入院の変遷

２．当院のCKD教育入院の特徴と実際

３．看護師としての役割・課題



京都第一赤十字病院

•病床数 652床

•標榜診療科 33診療科

•高診療密度病院群

・救命救急センター・総合周産期母子医療センター・基幹災害医療センター

・地域医療支援病院・地域がん診療連携拠点病院
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当院でのCKD教育入院の変遷

2012年 CKD教育入院開始

クリニカルパス（7日間入院）

2015年 CKD教育入院見直し

近江八幡市立総合医療センター見学

医師・コメディカルから構成されるCKDチーム医療メンバー結成

2016年 新CKD教育入院地域連携クリニカルパスへ改訂

慢性腎臓病療養指導士資格取得 薬剤師２名・看護師１名

個別指導

集団指導



CKD教育入院年間患者数の推移
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CKD教育入院患者 ステージ別
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• 実際のクリニカルパスを表示

日にち 木（入院日） 金 土 日 月 火 水（退院日）

入院目的 ①腎機能悪化の要因を明らかにする②CKDと療養生活に関する知識を深める③心血管を早期に発見する

検査
レントゲン
心電図

採血
24時間血圧測定
心臓超音波

頸動脈腎動脈超音波

医師 CKD講義 検査結果説明

看護師
塩分味覚テスト
セルフモニタリン
グ

日常生活上の注
意点について

運動療法
腎代替え療法
グループディス
カッション

透析室見学
腎代替え療法
の実際
グループディ
スカッション

薬剤師 持参薬確認 服薬指導

栄養士 集団栄養指導

個別栄養指導①

個別栄養指導②

自身でおこ
なうこと

血圧・体重自己測定手技・畜尿・尿検査の方法の手技の獲得

CKD教育入院クリニカルパス（患者用パス）

外
泊

目標 自己の生活背景に応じた生活習慣改善方法が見出せ、退院後も継続できる

退院後の生活改善目標宣言



当院オリジナル
CKD教育入院パンフレット



当院のCKD教育入院の特徴

多職種との連携

①疾患の理解 ②生活習慣の是正

③食事療法 ④薬物療法 ⑤運動療法

医 師

管理栄養士

病棟・透析・外来看護師

薬剤師 理学療法士



医師からの講義



COVIT-19対応



看護師
病棟看護師

・日常生活習慣の振り返り、セルフケア、運動療法を説明

・医師、管理栄養士、薬剤師の指導後の理解状況の確認

透析看護師

・腎代替療法について

・透析見学

外来看護師

・「退院後の生活改善目標」に沿って評価



患者が退院後継続していけるために
➡主治医と目標の共有
➡患者と目標達成に向けた生活習慣の改善点・方法を考える



CKD教育入院における看護師の役割

・集団指導でも個別性を見出した介入が必要

・生活背景、CKDステージ、既往疾患がバラバラ

・腎臓病と診断されて間もなく、自身の腎機能を知らない患者が多い

・糖尿病の食事療法など、長年管理されてきた既往疾患へのこだわり

・教育入院は疾患の理解と意識付け ⇒ 退院後に継続できる事が重要

患者個々のライフスタイルに沿って課題や目標をシンプルかつ明確に掲示し、患者自身が具

体的にイメージできるように介入



現状

・外来看護師に一任

→教育入院の効果判定、フィードバックが出来ていない

・地域・他施設との連携の充実化



問題点や課題

・シフトの都合上、同じ看護師が1週間指導を担当する事が出来ない

・ほかの業務もあり、指導に携われる時間が十分にとれない

⇒クリニカルパスを活用した記録の簡略化

・教育指導担当に携わるタイミング

⇒糖尿病指導や日々の業務を経て、経験年数4年目以上から開始

・コロナ下で集団教育が出来ていない

・・・患者同士の交流、ディスカッションが出来ない



今後の目標

• 腎臓病療養指導士の育成やスキルアップ

• ステージ別に沿った指導の充実化

• 患者教育の現場の声や指導方法の工夫等を共有

京都府腎臓病療養指導士会を通して、地域包括ケアシステムを充実化を図る



ご清聴ありがとうございました。


